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１．上馬地区の特性

(1)自然特性

面積 K㎡

位置

標高・急傾斜地
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％

道路・公共交通機関

％

夜間の人口 人 工業 ％

昼間の人口 人

産
業

商業

昼夜間人口比 農業

高齢者数(65才以上) 人
鉄道駅 東急田園都市線駒沢大学駅

高齢者率(65才以上) ％

若年層率(15才未満) ％ 土地利用(宅地以外) ％

若年層数(15才未満) 人 土地利用(宅地) ％

１世帯あたり 人 耐火率 ％

％

世帯数 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 棟/K㎡

(2)社会特性

人口 人 細街路率
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産業

世田谷区の町丁別人口と世帯数　平成27年9月1日現在
町丁別昼間人口（推計）　平成22年国勢調査　世田谷区　平成25年6月
平成23年度土地利用現況調査データ 平成24年2月

(2)社会特性
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震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 棟 うち重傷者 人

半壊棟数 棟 負傷者 人

(3)被害想定

全壊棟数 棟 死者 人
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被害棟数分布

首都直下地震等による東京の被害想定報告書  東京都防災会議  平成24年4月18日公表
世田谷区防災マップデータ　平成26年5月26日現在
マンホールトイレ設置場所　平成28年3月31日現在

(3)被害想定
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広域用防災倉庫

警察署・交番 若林交番 上馬交番

消防署 世田谷消防署（三軒茶屋2-33-21）　※管内ではないが、隣接した地区にある

緑地 ヶ所

輸送拠点

給水拠点 駒沢給水所　※管内ではないが、隣接した地区にある

マンホールトイレ ヶ所 防災無線塔 ヶ所

東京都災害拠点病院 東京医療センター　※区外（目黒区）だが、上馬地区から近い

東京都災害拠点連携病院

帰宅支援ステーション 帰宅困難者支援施設
１ヵ所

上馬地区会館

防災資源

指定避難所
駒沢小（医療救護所）・駒沢中
その他管内の避難所ではないが、管内住民が対象となる避難所として、旭
小、三軒茶屋小、弦巻小･中学校

福祉避難所

医療救護所 駒沢小学校

(4)防災資源

広域避難場所 駒沢オリンピック公園一帯　　昭和女子大学一帯
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 ２．各団体の防災活動～現在の取り組み状況～集計表

数
量

場
所

数
量

場
所

数
量

場
所

上馬東町会 ○

上馬地区区民防災会議
町会役員会

○ ○

上馬東町会中里
会館
上馬１やまもも広
場

やまもも１
中里２

中里
部長・副部長宅

上馬西町会 ○

上馬地区区民防災会議

○ ○

上馬２丁目（高橋
宅）、３丁目（加納
宅）、４丁目（若山
宅）

まちづくりセンター

上馬北部町会 ○

上馬地区区民防災会議
町会役員会（随時）

○ ○
個人宅（４件）
上馬東公園
上馬北公園

上馬北公園
上馬東公園
上馬北公園

上馬駒沢明和会 ○

地域防災学習交流会
役員常会日に防災報告を実施
上馬地区区民防災会議

１
１１

（毎月
５日）

○ ○
町会内防災倉庫
４ヶ所

町会内防災倉庫
１ヶ所

駒沢親和会 ○
上馬地区区民防災会議

○ ○
駒沢会館、上馬地
区会館他

上馬地区会館 駒沢会館

三菱重工駒沢社
宅防災部

○ ○ ○ 各階

Ｄ型ポンプ

消火資機材の配備

配
備
し
て
い
る

配
備
し
て
い
な
い

スタンドパイプ 消火器

団体名

防
災
担
当
者
数

防災に関する会議
防災活動、

資機材配備等
の実施

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

会議名

実
施
回
数

（
年
間

）

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

名
称

場
所

回
数

実
施
場
所

回
数

実
施
場
所

訓
練
名
称

実
施
場
所

○

上馬公園とやまもも
隔年

中里会館
上馬公園

防災に関する講演会
避難所運営訓練

中里会館
旭小学校
中里小学校

○

野沢児童遊園ほか 上馬まちづくりセン
ター

避難所運営訓練 駒沢小学校
三軒茶屋小学校

○

上馬2丁目　1箇所
上馬4丁目　1箇所

上馬まちづくりセン
ター

避難所運営訓練 駒沢小学校
三軒茶屋小学校

○

小泉公園、駒沢中
学校

上馬まちづくりセン
ター

避難所運営訓練 駒沢中学校

○
駒沢小学校他 上馬まちづくりセン

ター
避難所運営訓練 駒沢小学校

○

社宅内

その他その他

実
施
し
て
い
る

実
施
し
て
い
な
い

防災訓練 救命救急講習会

消火資機材の配備 防災訓練等の実施

上馬－7
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名
一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

その他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災倉庫の場所
災害時のみ開通する避難通路

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

作
成
済

作
成
中

作
成
検
討
中

作
成
予
定
な
し

防災マップ

掲載情報

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

中里商店街
三軒茶屋病院
社員寮及びマンション ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

予
定
は
な
い

防
災
士

把
握
し
て
い
な
い

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

特
に
な
し

連携先・内容 協定先・内容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

防災士等の数
災害時連携・協定

（区を除く）
避難行動要支援

者協定
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名
一
時
集
合
所

広
域
避
難
場
所

避
難
所

街
路
消
火
器

防
火
水
槽

震
災
用
井
戸

消
火
栓

その他

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

防災倉庫の場所
災害時のみ開通する避難通路

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

作
成
済

作
成
中

作
成
検
討
中

作
成
予
定
な
し

防災マップ

掲載情報

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

中里商店街
三軒茶屋病院
社員寮及びマンション ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

予
定
は
な
い

防
災
士

把
握
し
て
い
な
い

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

把
握
し
て
い
な
い

他
団
体
と
の
連
携

協
定
締
結

特
に
な
し

連携先・内容 協定先・内容

締
結
し
て
い
る

検
討
中
で
あ
る

防災士等の数
災害時連携・協定

（区を除く）
避難行動要支援

者協定
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

町会防災訓練に取り入れている
講演会を実施
年3回の防災訓練時訪問する ○ △

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保
防災活動に関するマニュアル
（避難所運営マニュアルを除く）

日
頃
か
ら
の
見
守
り
活
動

要
配
慮
者
体
験

その他

特
に
実
施
し
て
い
な
い

簡
易
無
線

連
絡
網
の
作
成
・
整
備

その他

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

名称

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

中里会館
防災倉庫

○

○

防災倉庫

○

大型カッター１個、手押し車３台 町会内防災倉庫

○ ○
駒沢会館、上馬地区会館、駒沢
西公園

○

その他 保管場所

配
備
し
て
い
る

リ
ア
カ
ー

ツ
ル
ハ
シ

脚
立

担
架

救
急
セ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト

バ
ー
ル

ス
コ
ッ
プ

手
お
の

の
こ
ぎ
り

ジ
ャ
ッ
キ

両
口
ハ
ン
マ
ー

救出救助に係る資機材の配備

は
し
ご

配
備
し
て
い
な
い
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

町会防災訓練に取り入れている
講演会を実施
年3回の防災訓練時訪問する ○ △

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保
防災活動に関するマニュアル
（避難所運営マニュアルを除く）

日
頃
か
ら
の
見
守
り
活
動

要
配
慮
者
体
験

その他

特
に
実
施
し
て
い
な
い

簡
易
無
線

連
絡
網
の
作
成
・
整
備

その他

策
定
済
み

策
定
中

検
討
中

予
定
な
し

名称

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

中里会館
防災倉庫

○

○

防災倉庫

○

大型カッター１個、手押し車３台 町会内防災倉庫

○ ○
駒沢会館、上馬地区会館、駒沢
西公園

○

その他 保管場所

配
備
し
て
い
る

リ
ア
カ
ー

ツ
ル
ハ
シ

脚
立

担
架

救
急
セ
ッ
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

救
助
工
具
セ
ッ
ト

バ
ー
ル

ス
コ
ッ
プ

手
お
の

の
こ
ぎ
り

ジ
ャ
ッ
キ

両
口
ハ
ン
マ
ー

救出救助に係る資機材の配備

は
し
ご

配
備
し
て
い
な
い
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

懐中電灯　40
ハンドマイク　20
毛布　20

中里会館及び各役員宅

○

○ ○ ○

水槽　２ 防災倉庫

○

12ケー
ス（４１
５ml，２
４入）

３２０（５
０食入，
６ケース
＋２０
食）

石油コンロ２基、大型鍋・やか
ん各１個

町会防災倉庫３ヶ所

○

○

社宅内地下倉庫

備蓄品配布先

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

その他 保管場所

そ
の
他
災
害
用
食
料

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
乾
パ
ン

お
か
ゆ

飲
料
水

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

食糧等の備蓄

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

・毎月２回の防犯パトロール。８月、１２月は夜間パトロールも実施
　街路灯の確認，街路消火器の点検，数名がゴミ袋を持参し、目立つゴミを回収，放置自転車、放置物の確認，落書きの確認等を行う

その他の防災活動
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上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

○

懐中電灯　40
ハンドマイク　20
毛布　20

中里会館及び各役員宅

○

○ ○ ○

水槽　２ 防災倉庫

○

12ケー
ス（４１
５ml，２
４入）

３２０（５
０食入，
６ケース
＋２０
食）

石油コンロ２基、大型鍋・やか
ん各１個

町会防災倉庫３ヶ所

○

○

社宅内地下倉庫

備蓄品配布先

非
常
用
ト
イ
レ

照
明

発
電
機

給
水
タ
ン
ク

その他 保管場所

そ
の
他
災
害
用
食
料

備
蓄
し
て
い
な
い

備
蓄
し
て
い
る

ア
ル
フ
ァ
米

ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
乾
パ
ン

お
か
ゆ

飲
料
水

缶
詰
類

レ
ト
ル
ト
食
品
類

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

食糧等の備蓄

上馬東町会

上馬西町会

上馬北部町会

上馬駒沢明和会

駒沢親和会

三菱重工駒沢社
宅防災部

団体名

・毎月２回の防犯パトロール。８月、１２月は夜間パトロールも実施
　街路灯の確認，街路消火器の点検，数名がゴミ袋を持参し、目立つゴミを回収，放置自転車、放置物の確認，落書きの確認等を行う

その他の防災活動
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３．上馬地区の課題と取り組み

上馬地区は、環状七号線と国道２４６（玉川通り）で分断されており

そのことが地域住民のコミュニティ活動、防災活動の課題となっている。

課題１ 近隣・避難行動要支援者・要配慮者の安否確認、その後の避難・救援

■意見

・まずは自助

・上馬地区は、５つの町会があるが、区と災害時の協定を結んでいるのは、

そのうち３つの町会である。

・災害時、避難所に参集することになっている避難所運営委員が、避難行動

要支援者・要配慮者の安否確認をする人になっている。

・現状、避難行動要支援者・要配慮者方と顔の見える関係ができていない

・支援する側の人の確保が困難

・避難行動要支援者・要配慮者対応の取り組みが未整備

■地区としての今後の取り組みの方向性

①自助の啓発、そして共助の重要性を発信・啓発する

②福祉事業所との連携による安否確認について話し合い、ルール等を決める。

（上馬地区高齢者見守りネットワーク会議参加者との連携をすすめる）

③協定締結団体は、日ごろ（平時）からの関係作りをすすめる

④避難所運営訓練に避難行動要支援者・要配慮者対応の訓練を取り入れる

⑤災害時掲出プレートの作成・配布・啓発

■各団体の今後の取り組みの方向性

・災害時要援護者協定未締結の町会については、締結している町会との情報

交換等により、締結について検討する

・締結団体は、町会防災訓練のメニューに入れる

・町会行事の機会を捉える等、避難行動要支援者・要配慮者との関係作りに

努める

課題２ 避難所の運営組織をどうつくるか

■意見

・避難所がどこか知らない人がいる

・組織構成員が町会役員とＰＴＡだけになっている（ＰＴＡは１年交代で構

成員となっており、話し合い・活動の継続が難しい）

■地区としての今後の取り組みの方向性

①避難所運営を知ってもらい、運営組織に入っていなくても、いざというと

きは担い手になってもらえるよう啓発していく

②組織構成員が町会役員主体となっているが、検討する

③ＰＴＡの避難所運営委員は役職退任と共に、避難所運営委員を退任するが、

ＰＴＡ役員退任後も地域の人として継続的に関われるように働きかける

■各団体の今度の取り組みの方向性

・地域住民に在宅避難が最善であるという啓発をおこなうと共に、避難所運

営組織について知ってもらい人材発掘する。

・ＰＴＡとの協力関係を積極的にもつ

課題３ 避難所生活の応援組織をどうつくるか

■意見

・避難所運営委員だけでは、まかなえない

・避難所運営委員が、何でも委員がやらなければならないと思わないよう意

識すると共に、地域住民に共助の意識を啓発し、いざというとき担い手に

なるよう、日常の中でつながっておく

・町会の防災訓練は、曜日や時間を変えて実施することで参加者をひろげ、

避難所生活をする場合の共助の啓発をする。

・避難所運営訓練実施時、応援（地域住民、ボランティア）受け入れについ

てもイメージし、意見交換しておく。

・駒澤大学の学生が地域で力になってくれないか。

・避難所運営委員の高齢化

■地区としての今後の取り組みの方向性

①学校や事業者に働きかける

②ボランティアを確保する

■各団体の今後の取り組みの方向性

・総会開催時など、団体の人が多く集まる場を活用し、避難所運営・避難所

運営の応援について協力を求める
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３．上馬地区の課題と取り組み

上馬地区は、環状七号線と国道２４６（玉川通り）で分断されており

そのことが地域住民のコミュニティ活動、防災活動の課題となっている。

課題１ 近隣・避難行動要支援者・要配慮者の安否確認、その後の避難・救援

■意見

・まずは自助

・上馬地区は、５つの町会があるが、区と災害時の協定を結んでいるのは、

そのうち３つの町会である。

・災害時、避難所に参集することになっている避難所運営委員が、避難行動

要支援者・要配慮者の安否確認をする人になっている。

・現状、避難行動要支援者・要配慮者方と顔の見える関係ができていない

・支援する側の人の確保が困難

・避難行動要支援者・要配慮者対応の取り組みが未整備

■地区としての今後の取り組みの方向性

①自助の啓発、そして共助の重要性を発信・啓発する

②福祉事業所との連携による安否確認について話し合い、ルール等を決める。

（上馬地区高齢者見守りネットワーク会議参加者との連携をすすめる）

③協定締結団体は、日ごろ（平時）からの関係作りをすすめる

④避難所運営訓練に避難行動要支援者・要配慮者対応の訓練を取り入れる

⑤災害時掲出プレートの作成・配布・啓発

■各団体の今後の取り組みの方向性

・災害時要援護者協定未締結の町会については、締結している町会との情報

交換等により、締結について検討する

・締結団体は、町会防災訓練のメニューに入れる

・町会行事の機会を捉える等、避難行動要支援者・要配慮者との関係作りに

努める

課題２ 避難所の運営組織をどうつくるか

■意見

・避難所がどこか知らない人がいる

・組織構成員が町会役員とＰＴＡだけになっている（ＰＴＡは１年交代で構

成員となっており、話し合い・活動の継続が難しい）

■地区としての今後の取り組みの方向性

①避難所運営を知ってもらい、運営組織に入っていなくても、いざというと

きは担い手になってもらえるよう啓発していく

②組織構成員が町会役員主体となっているが、検討する

③ＰＴＡの避難所運営委員は役職退任と共に、避難所運営委員を退任するが、

ＰＴＡ役員退任後も地域の人として継続的に関われるように働きかける

■各団体の今度の取り組みの方向性

・地域住民に在宅避難が最善であるという啓発をおこなうと共に、避難所運

営組織について知ってもらい人材発掘する。

・ＰＴＡとの協力関係を積極的にもつ

課題３ 避難所生活の応援組織をどうつくるか

■意見

・避難所運営委員だけでは、まかなえない

・避難所運営委員が、何でも委員がやらなければならないと思わないよう意

識すると共に、地域住民に共助の意識を啓発し、いざというとき担い手に

なるよう、日常の中でつながっておく

・町会の防災訓練は、曜日や時間を変えて実施することで参加者をひろげ、

避難所生活をする場合の共助の啓発をする。

・避難所運営訓練実施時、応援（地域住民、ボランティア）受け入れについ

てもイメージし、意見交換しておく。

・駒澤大学の学生が地域で力になってくれないか。

・避難所運営委員の高齢化

■地区としての今後の取り組みの方向性

①学校や事業者に働きかける

②ボランティアを確保する

■各団体の今後の取り組みの方向性

・総会開催時など、団体の人が多く集まる場を活用し、避難所運営・避難所

運営の応援について協力を求める
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４（１）今後の取り組み

 

短期計画 中期計画 長期計画

○上馬地区区民防災

会議

町会・消防団等と連携しながら、地区の防災リーダーとな

る

駒

澤

大

学

と
の
連

携

マ
ン
シ
ョ
ン
と
の
連

携

○「安否確認カード」 作成・配布・周知

○避難所の周知

・「安否確認カード」裏面活用によ

る周知

・各団体の広報物等でも周知にご

協力いただく

・病院、診療所待合室への掲示等

協力者を増やす

避難所を知らない人

がいない地区を目指

す

○人材発掘
外国語、医療、マッサージ、カウン

セラー等の把握

顔合わせ、訓練参加

への促し

○防災訓練参加者の

拡大

地区住民は、２年に 回以上防災

訓練に参加する

○災害時のペット 検討する 訓練内容に入れる

○避難所運営委員の

育成

役員退任後も継続的に避難

所運営にかかわる方策検討

○消防団との連携 上馬地区区民防災会議との合同

会議開催

○町会役員だけでな

く、避難所運営委員と

して活動できる人材

の発掘と育成

○自助の促し
各団体主催の行事で防災の啓発

（自助の促し）発信をする
○在宅避難のすすめ

○広報の充実
・広報板、町会掲示板に防災情報

を途切れず掲示する

・まちづくりセンターＨＰでの継続

的発信
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